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平成２４年第３回仙北市議会定例会の開会にあたり、主要事項に

ついてご報告します。

はじめに、所得税事案の事務処理状況について報告します。

所得税還付等の事案について、２月定例会で可決いただいた一般

会計の県民税関係については、歳入、歳出とも３月末にすべてその

処理を終えています。

国保会計関係については、厚生労働省からの最終的な通知が５月

１７日になったことから、事故繰越措置のうえ、５月３０日に事務

処理を終えています。なお、厚生労働省の精査により、加算金の一

部１，６８８円が減額となっています。

また、返還会からは、３月２８日、一般会計に３，９６２，２８３円、

５月２４日、国保会計に２，８０６，５０２円が入金されたことを

確認しています。

今後、所得税及び地方交付税関係の手続きが残っていますが、仙

台国税局及び県を通じての総務省との協議が続いており、内容を精

査のうえそれぞれの判断が成されるものと思っています。額が確定

した後、予算に計上し所要の手続きを進めます。

次に、副市長の選任についてです。

石山副市長の退任から空席となっている副市長の選任について、

いろいろな角度から慎重に検討を進めてきました。今の仙北市にとっ

てどのような人材が適任なのか、また、前回の定例会において議会

の皆様にご理解いただけなかったことなども踏まえ、人選にあたっ

てきました。

その結果、農林水産省食糧産業局食品製造卸売課課長補佐の田邉

浩之氏を副市長候補としてお願いすることにしました。

田邉氏は、千葉大学大学院卒業後農水省に入省し、食糧・流通関

係のエキスパートとして経験を積まれてきた方です。

高付加価値産業の振興、農村部の元気づくりが仙北市の重要課題
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であるとの思いから、農林水産省にご相談を申し上げ、人材の選考

についてご協力をいただきました。

震災後、さらに責任が増した仙北市の安全な食糧生産はもちろん

のこと、将来にわたる産業基盤の確立、行政サービス全般の質的向

上、職員の意識改革など、一歩前に進むために何としても必要な人

材です。

議会の皆様に一日も早く、正式にお諮りをしたいと考えています

が、明日、農林水産省にお伺いし最終の協議を行う予定です。議会

最終日にはお諮りする条件が整うと思います。その際には、どうか

ご同意いただきますようお願いします。

次に、一般会計補正予算についてです。

補正額は、１億６，７５４万１千円で、これに既定予算を加える

と、補正後の額は１８４億２，００２万円となります。

主な事業は、災害廃棄物受入事業費、強い農業づくり交付金事業

費補助金、公共施設再生可能エネルギー等導入事業費、公共土木施

設災害復旧事業費、農業体質強化基盤整備促進事業費補助金、国民

文化祭推進事業費、中学生入院医療費助成事業費、企業立地奨励金、

秋田発・子ども双方向交流プロジェクト支援事業費等です。

なお、平成２３年度の一般会計決算見込み及び市税関係につ

いては、５月３１日の出納閉鎖後の最終確認等が必要なことか

ら、本日報告できるデータが整理されていない状況です。本定

例会の常任委員会にて報告したいと考えていますので、ご理解

をお願いします。

次に、各部局等の主要事項並びに諸般の状況を報告します。
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【総務部】

◇政策検証市民委員会について

市の重点的、優先的に進めるべき政策として位置付けされている

マニフェスト・アクションプラン４０政策等の進捗度、及び達成度

を管理・検証するため、公募による市民及び各団体等からの被推薦

者１０名で構成された「政策検証市民委員会」の初会議が５月１５

日に開催され、委員長、副委員長を選出したほか、マニフェストに

よる市の政策に位置付けられた４０の事業について、前期２年間の

実績を検証することになりました。

委員会では、市が外部検証を委託した一般財団法人秋田経済研究

所からの検証結果や各事業に係る資料、並びに各部署のヒアリング

等を基に検証することとし、これまで２回の委員会を開催していま

す。今後数回の協議を経て８月末には検証結果を市に報告いただく

予定となっています。

市議会の皆様には、次回定例会までには検証結果の報告をさせて

いただき、その後市民への公表を予定しています。

◇新しい行政連絡員制度について

行政連絡員については、平成２２年度からその活動が休止状態に

ありましたが、地域と行政の橋渡し役として、本年度から新しい制

度のもとに再スタートしています。

４月から５月にかけて、市内１０地区で連絡員会議を開催し、各

地域から推薦された３３７人に委嘱状を交付しました。

新しい行政連絡員の役割として、緊急時の回覧文書の配布、災害

発生時の被災状況の把握や日常の防災対策、地域内の課題・要望等

の提言、空き家情報の提供、地域運営体との連携などをお願いして

います。サポートセンターの担当職員が各地区ごとに行政連絡員と

の連絡調整に当たります。
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◇光ブロードバンド設備整備事業について

田沢地区・桧木内地区の光ブロードバンド設備整備事業につい

て、公募型プロポーザル方式により整備運営事業者を募集したとこ

ろ、ＮＴＴ秋田支店一社から応募がありました。

５月１４日に整備運営事業者選定委員会を開催し、提案内容の審

査が行われました。選定委員会からは、提案内容を評価する旨の審

査結果報告を受け、５月２５日に仮契約を締結しました。請負契約

締結の議案を提案していますので、ご審議をよろしくお願いします。

なお事業の完成時期は、２月下旬を予定しています。事業整備後

はＮＴＴに対してＩＲＵ（破棄し得ない使用権）方式で財産を貸し

付け、住民・企業へのブロードバンドサービスが提供されることに

なります。サービス提供開始は３月からの予定です。

整備事業費が確定しだい、財産の貸付料、管理費用等の関連予算

を議会にお諮りしますので、よろしくお願いします。

◇田沢湖自然休養村事業について

昭和５４年当時、田沢湖自然休養村事業の基幹施設として、田沢

湖自然休養村管理センター「友情苑」が整備され、農事組合法人「田

沢湖自然休養村組合」が運営にあたってきました。

これまで低廉な温泉施設として、スキー客や湯治客など多くの皆

様に利用されてきましたが、利用者の減少等もあり、運営が困難に

なり、２月２９日の総会で組合の解散が決議されています。

その後、当施設の取り扱いについて、組合と協議するとともに農

林水産省の補助事業で建設されていることから県当局からも指導を

受けてきましたが、売却等をした場合は補助金の返還対象になるた

め、当面は市へ無償譲渡の形で施設を引き継ぐことで事務手続きを

進めることにしています。今後、周辺の財産区有地の活用と合わせ

て利活用について検討を行います。
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◇寿楽荘の建設用地について

昨年４月から社会福祉協議会に運営を移譲している養護老人ホーム

角館寿楽荘の改築用地について、社会福祉協議会から依頼があり、角

館地区内の公共用地を中心に検討してきました。現在のところ、旧白

岩中学校跡地を候補地として社会福祉協議会と協議を進めています。

当該地は、白岩小百合保育園があるほか、白岩プロジェクトＳが、

「ヒデコ」の栽培を行っていて、計画を進めるためには、保育園との

すみ分けやヒデコの移植が必要と考えています。

このため、５月２８日、白岩地区と保育園の関係者に説明会を開

催しましたが、地元からは、保育所の環境整備や駐車場の確保等の

意見がありました。今後、地元の理解を得ながら全体の整備計画を

詰めていきます。

◇田沢湖ＰＴの杜の記念植樹祭について

パナソニックテレコム株式会社が、平成２０年度から行っている

植樹活動が、５月２５日に田沢湖畔の田沢財産区有地（田沢湖田沢

字春山地内）で開催されました。

この事業はＣＯ２削減・エコ推進活動の一環として取り組んでい

るもので、当日は全国各地から選抜された社員およそ５０名が参加

し、「ブナ」「トチ」「イタヤカエデ」「ヤエザクラ」など４０本を植樹

しました。

本事業については、田沢湖ＰＴの杜の中期緑地化３カ年計画とし

て、植樹と周辺の環境整備が進められることになっていて、本市で

も田沢財産区との連携のもとに協力していくことにしています。

【市民生活部】

◇中学生に対する入院医療費助成について

医療費助成制度については、本年８月より小学生まで制度を拡充

し、子育て家庭の経済的負担の軽減を図ることにしていますが、こ

れに合わせ、新たに中学生の入院分について医療費助成を実施し、
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一層の保護者負担軽減と子育て支援の充実を図りたいと考えていま

す。本定例会に関係予算を計上していますので、ご審議をよろしく

お願いします。

◇国民健康保険事業について

国民健康保険事業については、平成２３年３月に策定した「仙北

市国民健康保険事業運営安定化計画」に基づき、計画期間中、一般

会計からの支援により財政の健全化を進めています。

平成２３年度の決算見込みでは、医療費が抑制されたことなどの

要因により、単年度収支で約４，３００万円の黒字決算となりそう

です。これを受け、計画期間中の財政見通しを精査したところ、今

年度の国民健康保険税率の改正を行わなくても、運営安定化計画に

基づく財政運営が行えることから、市内の厳しい経済状況や市民の

税負担感が大きいこと等も考慮して、今年度の国民健康保険税率は

据え置くことにしたいと思います。ご理解をお願いします。

次に、国民健康保険税の課税方式についてです。現在、仙北市は

所得割、資産割、平等割、均等割の４方式を採用しています。この

うち、資産割については、所有する土地・建物の資産価値に応じた

担税力があるとの考えから、所得割を補完するものとして設けられ

たものですが、他の医療保険や後期高齢者医療制度では設けていな

いほか、県内の市でも本市だけとなる見込みです。

こうしたこと等を踏まえ、平成２５年度より資産割を段階的に縮

小し、３年を目途に応能割を所得割に一本化したいと考えています。

議会の皆様の意見を伺いながら検討を進めますので、よろしくお願

いします。

◇暴力団排除条例に関する合意について

仙北市暴力団排除条例が本年４月１日から施行されたことに伴

い、５月２９日に仙北警察署長と仙北市長との間で、「仙北市が行

う事務事業からの暴力団排除に関する合意書」を締結しました。
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今後、警察と市が連携し、市の事務事業から暴力団員やそれらと

密接な関係者の排除、また、市が業務妨害を受けたり、不当要求を

求められた場合は、互いに情報提供・助言等の支援協力を受けるこ

となどについて、連携して条例の推進に努めることにしています。

【福祉保健部】

◇日中一時支援事業について

市内に在住し、秋田県立大曲養護学校に通われている児童生徒を

対象とした放課後支援、夏休み期間などの日中一時支援事業につい

て、４月１６日から市立角館児童館の空き教室を利用し行っています。

家族の就労などの理由により支援を希望された児童生徒は１３人

で、この内放課後支援の利用者は２人となっています。支援業務は

社会福祉法人秋田ふくしハートネットにお願いしています。

児童生徒が安心して支援が受けられるようにトイレ設備の部分改修

等工事、施設備品の購入を進めていますが、今後は安全な支援運営

ができるように支援事業所との定期的な連絡会議を行う予定です。

◇長期休業期間中の児童館使用時間延長について

子育て家庭の就労形態の多様化と保護者のニーズに対応し、夏期、

冬期などの長期休業期間中の子どもたちの安心安全な居場所を確保

するため、角館児童館・中川児童館の開館時刻を３０分繰り上げて

午前８時３０分から使用していただくことにしています。

◇田沢湖歯科診療所の歯科医師募集について

田沢湖歯科診療所の所長（歯科医師）から、早期退職の申し入れ

があったことから、後任の歯科医師について、ホームページ等で募

集していましたが、５月３１日までに歯科医師１名からの応募があ

りました。

当歯科診療所は田沢湖病院内にあることから歯科受診と病院受診

が同じ施設内で行えるというメリットがあります。高齢や病気の方



- 8 -

などの受診の利便性からも早期に採用し、歯科診療のスムーズな運

営を図りたいと考えています。

今後、歯科診療所長を含めて面談を行い、採用に向けての諸条件

を確認することにしています。

【観光商工部】

◇角館の桜まつり・刺巻ミズバショウまつり・かたくり群生地等の

人出について

角館の桜まつりは、４月下旬の急激な気温の上昇により、例年

であれば５日から７日間ぐらい満開日が続くところ、２日間で散り始

めとなってしまいました。また、ゴールデンウィーク後半の天候も思

わしくなかったことから、観光客の伸びにはつながらない状況でした。

桜まつり期間中の人出については、昨年比では５４万人増、一昨年

比では３４万人減の１２２万１，０００人となっています。

八津・鎌足のかたくり群生の郷は、後半の入り込みが鈍ったも

のの、昨年より３，４９２人多い１４，２１６人、刺巻湿原ミズ

バショウまつりは、早くから見頃を迎えたこともあって、昨年より

７万１，４４０人多い１１万８，３４０人の人出となりました。

◇玉川温泉岩盤浴冬期利用ついて

４月２０日の玉川温泉岩盤浴再開については、第２回市議会臨時

会で申し上げましたが、冬期利用について玉川温泉地区利用適正化

連絡協議会では５月１８日、環境省、秋田森林管理署、県自然保護

課、市観光課、(社)玉川温泉研究会や玉川温泉地区の宿泊施設、田

沢湖観光協会など１５の団体、部署の関係機関が集まり、第１回目

の冬期岩盤浴利用に関する話し合いが行われました。

今後も、冬期利用の可能性について、治山や防災、雪山などの有識

者も含め、安全対策等について協議を重ねて行くことにしています。
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◇角館駅前広場施設改修について

大仙市・仙北市・美郷町で組織する、大仙仙北塗装業組合の地域

奉仕活動の一環で４月２４日、角館駅前広場スタシオンの壁と屋根、

観光案内板の塗装を実施いただきました。大正期をイメージした建

物が、より一層魅力的に化粧を施されています。

さて、今春から観光庁の東北観光博がスタートし、今秋にはＪＲ

のプレデスティネーションキャンペーンなど、仙北市は多くの皆様

をお迎えすることになります。そこで、これまで駅前蔵２階に開設

していた仙北市ツーリスト・インフォメーション・センター（ＴＩ

Ｃ）を１階に移設し、お客様対応力を強化したいと考えています。

スタシオンの活用、またスタシオンと駅前蔵の一体的な活用も課題

となっていましたが、利用者の利便性向上を図る上からも、スタシ

オンの改修工事に係る補正予算を本定例会へ計上しています。ご審

議をよろしくお願いします。

【農林部】

◇水稲の生育状況等について

豪雪に見舞われた今年は雪解けが遅く、不安定な天気が続き、耕

起作業に当たる５月の連休にも降雨が続いたことで、軟弱な圃場条

件での春作業となりました。気温も低い日が続いたことから、播種

作業も例年に比べやや遅れ気味で、田植え作業の遅れが心配されまし

たが、先週からの晴天にも助けられ、一部を除きほぼ終了しています。

平成２４年産米の生産目標数量については、昨年末に県から配分

を受け、昨年対比１７１トン増の１６，５５８トン、米の作付目標

配分率は６１．６％となっています。

これに関連して、農業者戸別所得補償制度に伴う交付申請書の提

出期限は、７月２日となっています。近日中には農家へ申請書を配

布し、中旬には初の取り組みとして、申請手続き説明会を開催しま

す。これらの対応で申請漏れや書類の不備を防止すると共に、円滑

な交付金交付が図られるよう注意を払っていきます。
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◇農地・水保全管理支払交付金事業について

農村の過疎化や高齢化、また混住化等の進行に伴い、従来の集落

機能は低下し、農地・農業用水等資源の適切な保全管理が困難にな

りつつある状況と認識を深めています。

そこで、平成１９年度から行ってきた地域共同による取り組みを、

集落を支える体制の強化や仕組みの整理統合を図り、平成２４年度か

らは、新たな「農地・水保全管理支払交付金事業」として平成２８年

度まで継続実施することにしました。

前事業からの継続地区が２６組織、新規地区が１２組織、合わせ

て３８組織、対象農用地面積は４００ｈａ増の約２，６７０ｈａの

取り組みです。

市は、今後も農地や水路等の基礎的な保全活動、農村環境の保全

のために、各活動組織の取り組みに対し支援を行います。

◇共用林野における入山料金徴収について

昭和５８年から実施している普通共用林野運営協議会による入山

料金徴収を、今年も６月２日から黒石地区で、小和瀬地区は６月８日

から行います。

例年に比べ積雪が多かったことから、一週間から１０日程度遅れて

の開始となりましたが、「大雪に飢渇（凶作）無し」の言い伝えに期

待しています。また、心配されている放射性物質の検査も行い、多く

の方々に安心して楽しんでいただけるよう万全の体制で臨みます。

なお今シーズンは、黒石林道の入口から１．２ｋｍ地点で国道

３４１号に達するほどの大規模な土砂崩れがあり、通行が出来ない

状態です。

このことから、新玉川温泉からの迂回ルートとなります。加えて

県道桧木内玉川線も土砂崩れで長期通行止めになっています。市民の

皆様には大変ご不便をおかけしますが、安全走行にご協力をお願い

します。
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◇総合産業研究所専門アドバイザー選任について

平成２３年度末で任期付き職員としての職務を終えた地域資源活

用専門員について、今後ともいろいろな面で協力いただくために協

議していましたが、７月１日から、非常勤の総合産業研究所専門ア

ドバイザーとしてお願いすることになりました。

これまでに取り組んだ商品開発や食育推進、地域文化の創造等に

ついて、引き続きご指導いただけるものと考えています。

関連する補正予算を計上しています。ご審議をよろしくお願いし

ます。

◇秋田発・子ども双方向交流プロジェクト支援事業について

県が公募する秋田発・子ども双方向交流プロジェクト支援事業

（交流の芽）で、応募した２件が採択となったことから関連予算を本

定例会へ計上しています。ご審議をよろしくお願いします。

採択となった事業概要ですが、昨年震災時に受け入れを行なった

宮城県女川町女川地区の小学生を対象に受け入れを行い、被災地と

受け入れ地の双方支援につながる教育旅行の展開を図るとともに、

今後の地域間交流を推進していくものです。

また、昨年度から始まった中川小学校と上板橋第４小学校の都市

農村交流事業を今年度も継続して実施し、双方向交流につながるよ

う取り組んでいきます。

【企業局】

水道事業会計及び温泉事業会計の平成２３年度決算の概要等につ

いて報告します。

水道事業は、

総収益３億２，７５３万４，１８６円、

総費用３億２，８９６万８，６７６円であり、

当年度純損失が１４３万４，４９０円となっています。

これは、大口滞納があった法人の破産手続きが終了したことで、
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債権が消滅し、８９０万４，１０４円の不納欠損処分を行ったもの

で、損失の要因となっています。

給水人口の減少、節水器具の普及等により給水収益の伸びは期待

出来ない状況にありますが、効率的な経営、コスト縮減を不断で行

い、健全な財政状態の維持に努めます。

また現在、各地区で異なる水道料金の統一に向け、改定作業を懸

命に進めています。大変に困難な作業となっていますが、地域間格

差のない公平性が保てる料金体系を目指したいと思っています。

温泉事業については、

総収益３，２７５万６，４６５円、

総費用２，５８４万９，５７８円であり、

当年度純利益が、６９０万６，８８７円となっています。

源泉施設及び給湯施設の維持管理に細心の注意を払い、温泉の安

定供給に努めています。中でも老朽化が著しいカラ吹き２号 井 の
せい

代替井戸掘削が急務です。関係者と協議を繰り返していますが、温

泉掘削が実施できる条件が整い次第、予算案を議会に提出します。

よろしくお願いします。

【医療局】

◇平成２３年度病院事業決算の概要について

平成２３年度予算の業務の予定量に対して、入院患者数が４３０人

減の１０４，２４０人、外来患者数は７，４１６人減の１８万７０８人

でした。

前年度と比較すると、入院患者数が９，０９８人、８％の減、外

来患者数が１，７７６人、１％の減となりました。

収益的収支は、予算に対する収入が１億２，４６８万７千円減の

５２億１，８１５万７千円、費用が１億５，０４３万１千円減の

５３億５，４９８万１千円となり、１億４，０３２万８千円の純損

失を計上することになりました。

前年度と比較すると、収入が６，９８７万３千円の減、費用が
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２，７６０万３千円の減となりました。

市立田沢湖病院が、平成２０年度から導入している「障害者施設

等一般病棟」を継続し、入院患者の増加を図りながら経営改善に努

めたところですが、東日本大震災の影響などから原油製品の高騰

が続 き 、 光 熱 水 費 や 燃 料 費 等 の 経 費 が 嵩 み 、 前年度と比較し

１，２３７万９千円好転したとはいえ、結果的に７，５５７万７千円

の純損失を計上することとなりました。

市立角館総合病院は、職員給与費、材料費などの事業費用は

６，３４２万５千円削減することができましたが、事業収益におい

て入院患者の大幅な減に伴い入院収益が減少したことで、前年度と

比較し３，１５２万９千円減益の４，０５９万６千円の純損失を計

上することとなりました。

患者の動態では、入院延患者数が８万６，７６２人で前年度と比

較し９．８％と大幅に減少、外来延患者数は１４万７，８３５人と

前年度とほぼ横ばいの状況でした。

また、昨年度新設した医療局では、２，４１５万５千円の費用を

計上しています。

◇平成２４年度の診療体制等について

市立田沢湖病院では、平成２４年３月末に退職した医師の後任に、

４月から新たな医師が就任しています。市民に良質な医療を安定か

つ継続的に提供するため、現在は３名の常勤医に加え秋田大学、岩

手医科大学、県立脳血管研究センター、秋田赤十字病院のほか、他

の医療機関から幅広く応援をいただいている状況です。

また、昨年度からの研修医派遣事業を引き継ぎ、今年度も横浜市

「けいゆう病院」から３名の研修医派遣が決定しています。

市立角館総合病院では、平成２４年３月末で医師５名が退職し、

４月より消化器内科へ２名、産婦人科１名、整形外科１名の常勤医

が赴任し診療にあたっています。

現在、内科医（総合診療科）が不在となっていて、市民の皆様に
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は大変なご不便をおかけしています。外来診療は非常勤医師を確保

し診察にあたっています。入院対応については常勤医を中心に交代

制で対応しています。

医師確保の状況については、東京女子医科大学より本市の状況を

ご理解いただき、７月より常勤の小児科医が赴任予定です。

今後も内科医を含めた医師確保にあたっては、病院事業管理者を

中心に早期の確保に向け努力します。また経営改善に努め、市民へ

の充実した医療サービスを提供できるよう、尚一層の努力を傾注し

ます。

なお、病院の現状や課題、市民や患者の思いを共有する情報ツー

ルとして「市立病院だより」（仮称）の発行、アンケートの実施な

ども計画しています。

◇市立角館総合病院改築事業について

市立角館総合病院の移転改築については、地権者から立ち入りの

内諾を得て用地測量業務を実施中です。また病院建設基本構想が示

されていますが、「私たちの病院を私たちでつくる」意識を高め、

病院改築に市民・患者の意見をお聞きする場が必要と考えていま

す。議会をはじめ、多くの英知を基本設計に取り入れたいとの思い

から、ある程度の協議期間が必要になります。当初予定していた平

成２６年１０月の開院予定を延期し、１年程度、新病院の開院が遅

れる工程調整になっていることをご報告します。

なお、本定例会には先の臨時会で報告した、医療訴訟の結審にか

かる損害賠償金等の経費、及び常勤医師確保のための仙北市病院事

業医師等修学資金について、医学部医学生の申込の増加に伴う修学

資金貸付金などの補正予算を計上しています。ご審議をよろしくお

願いします。
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◇おわりに

以上、主要事項並びに諸般の報告を申し上げました。本定例会に

提案している案件は報告４件、条例関係５件、補正予算４件、

契約締結関係２件、人事案件７件の計２２件です。

慎重審議の上、全議案についてご可決を賜りますようお願い申し

上げ、市政報告とします。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


